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文序

大阪府の南東部に位置する河内長野市は、豊かな自然に恵まれ、高野街道に

代表される和歌山や奈良へ向かう街道の要衝として発展 してきた街です。この

ため、市内には数多 くの文化財が残されています。

この様な河内長野市 も、大阪市内への通勤圏に位置しているため、住宅都市

として発達してきました。この住宅開発がもたらした文化財や自然に対する影

響は大きなものがあります。特に、地下に眠る埋蔵文化財は、開発 と直接的に

結び付 く大きな問題です。

遺跡に託されている河内長野の先人達のメッセージである文化遺産を保護・

保存 し、現在の、更には未来の市民へ と伝えていくことは、現代に生きる私達

の責務であります。河内長野市に羹いては、重要な課題である開発と文化財保

護との調和のため、開発に先立ち埋蔵文化野の発掘調査を実施 し、その把握に

努めています。

本書は、発掘調査の成果を収録 しています。皆様が先人達の残 したメッセー

ジの一部でもある文化財に姑するご理解を深めて頂 くと共に、文化財の保護・

保存・研究するための資料 として活用 して頂ければ幸いです。

これらの発掘調査に協力 して頂きました施主の方々の埋蔵文化財への深いご

理解に、末尾ながら謝意を表す ものでづ。

平成19年 3月

河内長野市教育委員会

教育長 福 田 弘 行
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1.本報告書は、平成17年度に行われた三日市町駅前市衡地再開発事業及び三日市町駅周

辺整備事業に伴う三日市北遺跡・三日市宿跡 (M I N05-3・ M I N05-4)の発掘

調査報告書である。

2.発掘調査及び内業整理は、河内長野市教育委員会が行った。

3.調査にかかかる費用は、三日市町駅前市街地再開発事業については全額を国土交通省

の補助を受けた河内長野市が負担した。三日市町駅周辺整備事業は河内長野市が負担

した。

4.発掘調査は、河内長野市教育委員会社会教育室社会教育課参事尾谷雅彦、同課太田宏

明 (M I N05-3・ M I N05-4)を担当者として実施した。

5.本書の執筆、編集作業は、大田が行なった。

6.測量作業は、株式会社アコード (M I N05-3)、 株式会社航空撮影センター大阪支

店 (M I N05-4)に委託して行った。

7.発掘調査及び内業整理については下記の方々の参加を得た。(敬称略、順不同)

荒田恵、池田和江、大西美智子、周藤光代、谷口夫抄子、平野京美、平松由紀、牟田

口京子、山田直子

8.本書に掲載した遺構写真の撮影は調査担当者が行い、遺物の写真は小林和美が行った。

9.本書で報告した記録類及び出土遺物は、河内長野市教育委員会が保管している。広く

一般の方々に活用されることを望む。
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例

1.調査は、国土座標Ⅵ系の座標軸に依拠している。また、本書で用いる北は座標北を示

している。レベル高はTPを使用している。

2.本書で使用した土層及び遺物の色調は、『新版標準土色帖』 (2003年版)に よる。

3.本書の遺構名は下記の略記号を用いた。

SB…掘立柱建物 SD…溝 SI―竪穴住居 SK…土坑 SP… ピット

P…柱穴 (SBを構成するピット)SX… 落ち込み

4.遺構実測図の縮尺は、1/10・ 1/50・ 1/60・ 1/80,1/100。 1/200である。

5,遺物実測図の縮尺は、土器1/4・ 石器1/2と した。

6.弥生土器・土師器・土師質土器の断面は白抜き、須恵器・瓦器・瓦質土器・陶磁器の

断面は黒塗り、瓦の断面は斜線である。

7.遺物番号と写真図版の番号は一致する。

8.文中の須恵器の編年は田辺編年、瓦器婉の型式分類は尾上実氏の編年に基づくもので

ある。



次

序 文

例 言

凡 例

目 次

挿図目次

表目次

図版目次

第 1章  はじめに…………………………………………Ⅲ…Ⅲ…………………………………・1

第 1節 位置と環境…………………………………………………………………………… 1

第 2節 調査の経緯と経過。……・……………………………………………………………………………… 1

第 2章 調査の結果……………………………………………………………………………… 5

第 1節 M I N05-3調査区………………Ⅲ………………。…………………………………・5

第 2節 M I N05-4調査区……………………………………………………………………・9

第 3章 まとめ……………………………………………………………………………………………………………………………16

挿 図 目 次

第 1図 遺跡位置図……………………………………………………………………………… 1

第 2図 河内長野市遺跡分布図 (1/40000)・・…………………………………………………・2

第 3図 M I N05-3・ M I N05-4調査区位置図 (1/2500)… …………………………。4

第 4図 M I N05-3調査区平面図 (1/100)・ …………………………………………………6

第 5図 M I N05-3調査区土層断面図 (1/60)… …………………………………………・7

第 6図 M I N05-3遺構実測図 (1/80'1/50)…………………………i・…………………………… 7

第 7図 M I N05-3出土遺物実測図 (1/4・ 1/2)・ …………………・……………………・8

第 8図 M I N05-4調査区平面図 (1/100)… ……………・…………………………………10

第 9図 M I N05-4調査区土層断面図 (1/60)… …………・………………………………ll

第10図 M I N05-4調査区遺構実測図 (1/20)… …………………………………………………………12

第11図 M I N05-4調査区出土遺物実測図 (1)(1/4)… Ⅲ……Ⅲ………………………Ⅲ13

第12図 M I N05-4調査区出土遺物実測図 (2)(1/4)… ………………………………………………15

第13図 三日市宿復原図 (明治13年三日市村絵図に聞取の上作成)……………………………17

第14図 三日市北遺跡遺構配置図………………………Ⅲ…Ⅲ……………………………・19。 20

目



表  目

第 1表 河内長野市内1遺跡地名表………・…,………………………‐…・…………………………3

図 版 目

図版 l M I N05-3 調査区検出状況 (南から)、 調査区完掘状況 (南からう

図版 2 MIN05-3 調査区全景その 1(上から)、 調査区全景その2(上から)
図版3 MIN05-3 NVl土 層断面その 1、 NVl土層断面その 2

図版4 M I N05-4 調査区完掘状況その 1(西から)、 調査区完掘状況その2(西から)

図版 5 M I N05-4 調査区全景その 1(上から)、 調査区全景その2(上から)

図版 6 遺物 M I N05-3・ 4

図版7 遺物 M I N05-4

図版8 遺物 M I N05-4

図版9 遺物 M I N05-4



第 1章 はじめに

第 1節 位置と環境

三日市北遺跡は河内長野市三日市町に所在する。地

理的環境としては金剛・葛城山系を水源とする天見川

と石見川が合流する地点の東岸北側、標高約130～140

mにかけて位置する。河川に近い場所であるが沖積地

はあまり見られず、基本的に低位段丘から中位段丘上

に立地し、東側には金剛山地から派生した標高約200

mの丘陵が迫っている。

歴史的環境としては当遺跡に南接して石見川の対岸

には旧石器時代から近世にかけての複合遺跡である三

日市遺跡が広がる。三日市遺跡は主な遺構としては、

古墳時代中期の小型方墳や竪穴住居と掘立柱建物、古

墳時代後期の横穴式石室をもつ古墳、中世の集落跡、 第 1図 遺跡位置図

近世の墓地や寺院跡・瓦窯などが検出されており各時代とも非常に内容が充実している。

また東側に追る丘陵上には弥生時代後期の集落遺跡である大師山遺跡が広がり、大師山

遺跡の西端には大師山古墳が立地する。大師山古墳は古墳時代前期に出現する全長50mの

前方後円墳であり、内行花文鏡、管玉や鍬形石、車輪石などの石製品、刀子や鉄剣などの

鉄製品、埴輪などが出土し、当地域の地域首長墓と考えられている。

北側に位置する烏帽子形山には古墳時代後期の烏帽子形古墳や文明12年 (1480)に建立

された烏帽子形人幡神社、また中世の山城として著名な烏幅子形城跡がある。烏帽子形城

跡は文献にもしばしば登場するが、現在でも本丸跡や曲輪跡、土塁などの遺構がよく残っ

ており、発掘調査においても主郭に相当する地点で礎石建物が検出されている。

三日市北遺跡の中央部には南北に高野街道が走 り、三日市町駅周辺には宿場町として三

日市宿が形成されていた。三日市宿跡の発掘調査においては多くの陶磁器とともに近世の

建物跡や暗渠が検出されており、現存する建物とあわせて当時の宿場町の様子を紡彿とさ

せる。

このように三日市北遺跡周辺は当市域において遺跡が最も密集しており、綿々と人々の

生活の営みが続けられてきたことがうかがえ、当市域の歴史を語る上で欠くことのできな

い地域である。

第 2節 調査の経緯と経過

当該発掘調査は、河内長野市 (担当、三日市町駅前再開発事務局 (当時))を事業主体

-1-
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第 2図 河内長野市遺跡分布図 (1/40000)
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番号 文化財名称 種   類 時   代 番号 文化財名称 種  類 時   代
J 長 野 神 社 遺 跡 社寺 室町以降 笹 尾 塞 城館 中世

2 河 合 寺 遺 跡 社寺 平安以降 大 沢 塞 城館 中世

3 観 心 寺 遺 跡 社寺 平安以降 (77) 三 回 山 経 塚 経塚 平安以降

大  師  山  古  墳 古墳 古墳 (前期) (78) 光 滝 寺 遺 跡 社寺 中世以降

5 大 師 山 南 古 墳 古墳 ? 古墳 (後期 ) 猿 子 城 跡 城館 中世

6 大  師  山  遺  跡 集落 生産 弥生 (後期 ) 平安 蟹 井 淵 神 社 遺 跡 社寺 中世以降

7 興 祥 寺 遺 跡 社寺 中世以降 81 川 上 神 社 遺 跡 社寺 中世以降

8 烏 帽子形人幡神社遺跡 社寺 室町以降 千 代 田 神 社 遺 跡 社寺 中世以降

9 塚 穴 古 墳 古墳 墳 S~ 古墳 (後期 ) 近世 向 野 遺 跡 集落 生産 縄文 平安～近世
10 長 池 窯 跡 群 生産 平安～近世 古 野 町 遺 跡 散布地 中世

小 山 田 1号 古 墓 墳墓 奈良 上 原 北 遺 跡 集落 中世

小 山 田 2号 古 墓 墳墓 奈良 大 日 寺 遺 跡 社寺 古墳 墳墓 弥生～近世

延 命 寺 遺 跡 社寺 平安以降 高 向 南 遺 跡 散布地 鎌倉

天 野 山 金 剛 寺 遺 跡 社寺 墳墓 平安以降 月ヽ 塩 遺 跡 集落 縄文～奈良

15 日 野 観 音 寺 遺 跡 社寺 生産 縄文 平安～近世 塩 遺 跡 集落 古墳 (後期 )

地 蔵 寺 遺 跡 社寺 中世以降 尾   崎   遺   跡 集落 古墳～中世

岩 湧 寺 遺 跡 社寺 平安以降 91 ジ ョ ウ ノ マ エ 遺 跡 城館 ? 中世

五 ノ 木 古 墳 古墳 古墳 (後期 ) 仁 王 山 城 跡 荻館 中世

向 遺 跡 集落 旧石器～中世 タ  コ  ラ  城  跡 城館 中世

烏 帽 子 形 城 跡 城館 生産 中世～近世 岩 城 跡 城館 中世

喜 多 町 遺 跡 集落 縄文 古墳～中世 上 原 近 世 瓦 窯 生産 近世

烏 帽 子 形 古 墳 古墳 古墳 (後期 ) 市 町 東 遺 跡 散布地 弥生 中世
末 広 窯 跡 生産 中世 97 上 田 町 窯 跡 生 産 近世

塩 谷 遺 跡 散布地 縄文～近世 尾  崎  北  遺  跡 集落 古墳～中世

流 谷 八 幡 神 社 社寺 平安以降 西 之 山 町 遺 跡 散布地 中世

26 蟹 井 淵 南 遺 跡 散布地 中世 100 野 間 里 遺 跡 集落 平安

27 蟹 井 淵 北 遺 跡 散布地 中世 尾 遺 跡 散布地 中世

天 見 駅 北 方 遺 跡 散布地 中世 102 上 田 町 遺 跡 散布地 古墳  中世
千 早 口 駅 南 遺 跡 社寺 中世 103 上 原 中 遺 跡 散布地 古墳  中世
岩 瀬 薬 師 寺 遺 跡 社寺 中世以降 104 小 野 塚 遺 跡 墳墓 中世

31 水 遺 跡 散布地 中世 (105) 葛 城 第 17経 塚 経塚 平安以降

伝「 仲 哀 廟 J古 墳 古墳 ? 106 英 師 堂 跡 社寺 中世以降

堂 村 地 蔵 堂 跡 社寺 近世 107 野 作 遺 跡 生産 中 世

馬 埋 墓 墳墓 近世 108 寺 一死 遺 跡 集落 社寺 縄 文 奈良 中世

中 村 阿 弥 陀 萱 跡 社寺 近世 (109) 鳩 原 遺 跡 散布地 中世

東 の 村 観 音 堂 跡 社寺 近世 10 法 師 塚 古 墳 跡 古墳 古墳

(37) 西 の 村 観 音 堂 跡 社寺 近世 1 山 上 講 山 古 墳 跡 古墳 古墳

清 水 阿 弥 陀 堂 跡 社寺 近世 12 西 遺 跡 集落 吉墳 中世 近世
滝 尻 弥 勒 堂 跡 社寺 近世 13 地 福 寺 跡 社寺 近世

宮 の 下 内 墓 墳墓 古墳 宮 の 下 遺 跡 集落 平安～中世

宮 山 古 墳 古墳 古墳 15 栄 町 遥 跡 散布地 弥生 古墳 中世
宮 遺 跡 集落 縄文 奈良 16 町 遺 跡 散布地 中世

西 代 藩 陣 屋 跡 散布地 城跡 飛鳥～奈良 江戸 17) 太 井 遺 跡 散布地 縄文 中世
上 原 町 墓 地 墳墓 近世 錦 町 北 遺 跡 集落 弥生 中世 近世
惣 持 寺 跡 散布地 社寺 縄文 奈良 鎌倉 市 町 西 遺 跡 集落 縄文 中世
栗 山 遺 跡 祭祀 中世～近世 栄 町 南 遺 跡 集落 中世

47 寺 ヶ 池 遺 跡 教布地 縄文 栄 町 東 遺 跡 散布地 殊生 中世
上 原 遺 跡 散布地 旧石器～近世 楠 町 東 遺 跡 散布地 弥生

住 吉 神 社 遺 跡 社寺 近世以降 汐 の 宮 町 南 遺 跡 散布地 弥生 奈良
高 向 神 社 遺 跡 社寺 中世以降 124 汐 の 宮 町 逢 跡 散布地 中世

51 青 が 原 神 社 遺 跡 社寺 中世 以降 125 神 ガ 丘 近 世 墓 墳墓 近世

膳 所 藩 代 官 所 跡 城館 江戸 126 増 福 寺 社寺 中世以降

双 子 塚 古 墳 跡 古墳 古墳 127 三 味 城 遺 跡 墳墓 城跡 中世 近世
菱 子 尻 遺 跡 散布地 社寺 縄文～近世 松 林 寺 遺 跡 社寺 近世以降

55 河 合 寺 城 跡 城館 中世 129 昭 栄 町 遺 跡 散布地 中世

三 日 市 遺 跡 集落 古墳他 旧石器～近世 ・130 東 高 野 街 道 街道 平安以降

日 の 谷 城 跡 城 館 中世 ・131 西 高 野 街 道 街道 平安以降

木 遺 跡 散布地 縄文 ・132 高 野 街 Ё 街道 平安以降

汐 の 山 城 跡 城館 中世 上 原 東 遺 跡 散布地 弥生 中世 近世
山 城 跡 城館 中世 地 蔵 寺 東 方 遺 跡 墳墓 弥生 鎌狛

稲 荷 山 城 跡 城館 中世 本 多 町 北 遺 跡 散布地 中世

国 見 城 跡 城館 中世 下 里 町 遺 跡 散布地 古墳  中世
旗 蔵 城 跡 城館 中世 あ か し あ 台 遺 跡 散布地 近世

64 権 現 城 跡 城館 中世 岩 瀬 北 遺 跡 集落 中世

天 神 社 遺 跡 社寺 中世以降 岩 瀬 近 世 墓 地 墳墓 近世

(66) 葛 城 第 15経 塚 経塚 平安以降 昭 栄 町 東 遺 跡 散布地 池跡 縄 文 中世 近世

加 賀 田 神 社 遺 跡 社寺 中世以降 141 三 日 市 北 遺 跡 集落 縄文 弥生～中世
68 庚 申 堂 遺 跡 社寺 近世以降 三 日 市 宿 跡 宿駅に伴う街並 中世～近世

69 石 仏 城 跡 城館 中世 上 田 町 宿 跡 宿駅に伴う街並 中世～近世

70 佐 近 城 跡 城館 中世 尻 選 跡 散布地 縄文 古代 中世
71 旗 尾 城 跡 城館 中世 市 町 北 遺 跡 散布地 中世

72 葛 城 第 16経 塚 経塚 平安以降 太 白 遺 跡 散布地 中世

葛 城 第 18経 塚 F■
k塚

平安以降 147 高 向 神 社 南 遺 跡 集落 古娼

(74) 葛 城 第 19経 塚 経塚 平安以降 塚 遺 跡 散布地 弥生 古増 中世

(  )は地図範囲外 ・は街道につき地図上にはプロットせず

第 1表 河内長野市内遺跡地名表
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とする三日市町駅前再開発事業、三日市町駅周辺整備事業 (以下「事業」という)に伴う

事前調査である。

平成11年度に、河内長野市三日市町駅前再開発事務局 (以下、「市」という)よ り、河

内長野市教育委員会 (以下「市教委」という。)へ事業地内の埋蔵文化財の取扱いについ

て照会があった。

この際、事業地が周知の埋蔵文化財包蔵地である高野街道・三日市北遺跡の範囲に該当

するため、この場所については、発掘調査を実施する必要があることを伝えた。また、文

化財保護法第57条の3の発掘通知を市教委へ提出することを求めた。

この後、平成12年 11月 1日付けで、市から発掘通知の提出があり、市教委では、同年11

月6日付けで、大阪府教育委員会へ進達を行った。この後、大阪府教育委員会から工事施

行前に発掘調査を実施するようにとの指導があり、この指導に基づき、市教委では、発掘

調査依頼書を市教委の外郭団体である河内長野市遺跡調査会 (以下調査会という)へ提出

することを求めた。

その後、市教委へ発掘調査依頼書の提出があり、市教委の指導の下、市は調査会との契

約書の締結を行なった。この後、平成12年度から平成16年度にかけて遺跡調査会による発

掘調査を行が行なわれ、平成17年度については調査会の解散に伴ない市教委が調査を行

なつた。この間の調査記録としては、すでに『三日市北遺跡 I』 『三日市北遺跡工』とし

て平成18年 3月 に刊行しているが、平成17年度に行った調査区の一部については、未報告

のままであった。本報告書は、これまで未報告のままであった平成17年度の調査について

報告している。

Ｍヽ
、
-3

寺

ⅥIい、風
第 3図  M I N05-3・ M I N05-4調 査区位置図 (1/2500)
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第 2章 調査の結果

第 1節 M I N05-3調査区

当該調査区は、三日市北遺跡の中央部に位置しており、長辺18m、 短辺13mに設定し

た。調査の方法は近代の盛土、旧耕土、旧床土を機械掘削し、中近世及び古墳時代の遺物

包含層を人力掘削した。遺構は地山上面で検出した。

基本層序は地表面から深さ0.2mま でが灰色系の粗砂層 (旧耕土)、 0.2m～ 0.3mまでが

責褐色系粗砂層 (旧床土)、 0.3～ 0.5mま でが褐灰色系シルト層 (堆積土)の順で堆積して

いた。

(1)土坑

[SKl]

調査区の北西部で検出された。検出面の標高は120,00～ 120.20mで ある。規模は長さ5.8

m、 幅4.2m、 深さ0,16mを 測る。検出方向はN-77° 一Wであり、平面形は、不正形で

あった。埋土は、上層から、10YR6/4に ぶい責褐シルト層、10YR6/41こぶい黄褐粘土層で

あった。

遺物は弥生土器の甕 (4)が出上している。大型の奏であり「く」の字状に屈曲する口

縁部を持ち、口縁端部は上下方向に拡張している。外面は、たて方向のハケ、内面は斜め

方向のハケによって仕上げている。

[SK2]

調査区の北東部で包含層中に検出された。検出面の標高は12050～ 120.40mで ある。規

模は長さ1.6m、 幅0。 75m、 深さ0.5mを測る。検出方向はN-10° 一Eであり、平面形は、

楕円形であった。埋土は、2.5GY6/1オ リーブ灰レキまじり細砂層、5GY5/1オ リーブ灰シ

ルトまじり粘土層であった。

遺物は出土しなかった。

(2)落ち込み

[NVl]

調査区の南側で検出された。検出面の標高は120.14mである。幅13mに わたって検出し

た。南方向に向かって傾斜している。落ち込み肩部からもっとも深い部分までの比高差は

lmである。

遺物は弥生土器の短頸壺 (5)、 須恵器の杯蓋 (6・ 7・ 8)、 土師皿 (9)、 瓦質皿 (11)

が出上した。短頚壺は、口縁部に凹線が施文されており、内外面ともにミガキによって仕

-5-



第 4図  M I N05-3調査区平面図 (1/100)
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1210m A

1210m B

レキまじり粗砂 (盛土)
細砂まじリシルト(旧耕土)
細砂まじリンルト(焼上のブロックを含む)
粗砂まじリシルト(旧耕土)
レキまじり粗砂
粗砂ましり粘土
粗砂まじり粘土
綱砂ましり粘土 (中世～弥生時代の遺物を含む)
細砂まじり粘土 (中世～弥生時代の遺物を含む)
シルトまじり粘土 (中世～弥生時代の適物を含む)

25Y4/1黄灰    シルトまじり粘土 (中世～弥生時代の遺物を含む)
10YR3/1黒褐    ンルトまじり粘土 (中世～弥生時代の遺物を含む)
10YR3/1黒褐    ンルトまじり粘土 (中世～弥生時代の遺物を含む)
25GY6/1オリープ灰 レキまじり粗砂

1209m C

C 1210m D

①
②
③
①
⑤
⑥
⑦
①
③
⑩

10YV/1灰 白
10YR5/1褐灰
10YR5/2灰黄褐
10YR6/1褐灰
10YR7/2に ぶい黄橙
10YR6/1褐灰
10YR6/1掲灰
10YR4/2灰黄褐
10YR4/1褐灰
75Y4/1灰

⑪
⑫
③
⑭

第 5図  M I N05-3調査区土層断面図 (1/60)

X=-39542

A Y=vゑ Bワ06m

B1202m

① 10YR6/4 にぶい黄褐シルト
② 10YR6/4 にぶい黄褐粘土

①
②
25GY6/1 オリーブ灰レキまじり細砂
5CY5/1 オリープ灰シルトまじり粘土

0                   1m

ー

第 6図  M I N05-3遺構実測図 (1/80。 1/50)
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第7図  M I N05-3出土遺物実測図 (1/4・ 1/2)

上げている。須恵器杯蓋は、 6。 7がTK43型式、 8がTK209型式に相当する。 9は土師

皿の細片である。11は、瓦質皿の細片で15世紀後半のものです。

(3)遺物包含層

遺物包含層からは、弥生土器の奏 (3)、 サヌカイト製の石錐 (1)、 緑泥片岩製磨製石

斧 (2)、 磁器の碗 (10)が出土した。
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第 2節 M I N05-4調査区

調査区は長辺16m、 短辺1lmで設定した。調査の方法は近代の盛上、旧耕上、旧床土を

機械掘削し、近世の遺物包含層を人力掘削した。遺構面は地山上面で検出した。

基本層序は地表面から深さ0.25mま では10YR52灰黄褐色粗砂まじり細砂～シルト (盛

土)、 0.25m～0.5mま では10YR7/3にぶい責橙色細砂まじり微砂～シルト (堆積土)の順

で堆積していた。

(1)土坑

[SKl]

調査区の南西部で検出された。検出面の標高は123.64mである。平面形は楕円形を呈し、

検出方向はN-67° 一Wであった。規模は長軸1.5m、 短軸0,7m、 深さ0.3mで あった。

埋土は、10YR5/2灰黄褐色微砂～シルトであった。

遺物は染付けの碗 (1・ 2・ 3・ 14・ 15)、 染付けの広東碗 (4)力S出上した。

[SK2]

調査区の西部で検出された。検出面の標高は123.66mである。平面形は隅丸方形を呈し、

規模は一辺0。 6mで深さ0.25mであった。埋土は、上層から、10YR6/2褐灰色微砂～シルト、

2.5Y6/3に ぶい黄色微砂～シルトであった。

遺物は染付けの碗 (9)、 白磁 (18)、 堺橋鉢 (16)が出上した。

[SK3]

調査区の南部で検出された。検出面の標高は123.63mで ある。平面形は楕円形を呈し、

検出方向はN-32° 一Eであった。規模は長軸1.2m、 短軸0,7m、 深さ0。 12mであった。

埋土は、上層から、10YR5/1褐灰色細砂まじリシルト (10YR8/6黄橙色粘上のブロックを

含む)、 10YR6/6明黄褐色細砂であった。

遺物は出上しなかった。

[SK4]

調査区の南部で検出された。検出面の標高は123.56～ 123.65mである。SK4は 調査区

外へ続いており、北半部のみ調査を行なった。平面形は円形を呈し、直径は1.2mである

と考えられ、深さ0.27mであった。埋土は、10YR6/2灰黄褐色細砂～シルトであり、直径

10～ 20cmの レキを多く含んでいた。

遺物は出上しなかった。

-9-
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第 8図  M I N05-4調査区平面図 (1/100)
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1242m A A'

① 10YR52灰 黄褐     粗砂まじり細砂～シルト
② 10YR5/1褐灰      粗砂まじり細砂～シルト
③ 10YR7洛 にぶい黄橙   細砂まじり微砂～シルト
④ 10YR5/1褐灰      粗砂まじり細砂～シルト
⑤ 10YR7/3に ぶい黄橙   細砂まじり微砂～シルト

第 9図 M I N05-4調査区土層断面図 (1/60)

[SK5]

調査区の南部で検出された。検出面の標高は123.61～ 123.4mである。平面形は楕円形

を呈し、検出方向はN-8° 一Eであった。規模は長軸 lm、 短軸06m、 深さ0.38mで

あった。埋土は、上層から、10YR6/41こぶい黄橙色粗砂まじリシル ト、10YR5/1褐灰色粗

砂まじリシルト、10YR6/6明黄褐色細砂、10YR6/6明責褐色細砂であった。

遺物は出上しなかった。

[SK6]

調査区の南部で検出された。検出面の標高は123.63mで ある。平面形は円形を呈し、規

模は直径0.5m、 深さ0.lmであった。埋土は、上層から10YR5/1褐灰色細砂まじリシルト

(10YR8/6責橙色粘土のブロックを含む)、 10YR6/4にぶい責橙色レキまじり粗砂であった。

遺物は出上しなかった。

[SK7]

調査区の西部で検出された。検出面の標高は123.65mで ある。平面形は楕円形を呈し、

検出方向はN-68° 一Wであった。規模は長軸1.5m、 短軸0,75m、 深さ03mであった。

埋土は、上層から、10YR6/3にぶい黄橙色レキまじり細砂～微砂 (10YR7/41こ ぶい責褐シ

ルト～粘上のブロックを含む)、 loYR5/3に ぶい黄褐色細砂～微砂、10YR6/31こぶい黄褐

微砂～細砂 (10YR7/4に ぶい黄褐微砂～シルトのブロックを含む)であった。

遺物は出土しなかった。

[SK8]

調査区の中央で検出された。検出面の標高は123.61mで ある。平面形は円形を呈し、規

模は直径0.6m、 深さO lmで あった。埋土は、上層から、10YR6/2褐灰色粗砂まじり細砂、
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① 10YR5/2灰黄褐 微砂～シルト

B 1238m A

10YR6/2褐灰  微砂～シルト
25Y6/3にぶい黄 微砂～シルト

8 1238m

認浮能兌視蜃褐  録畝まじりカレトB1248m
10YR6/6明黄掲   細砂

10YR5/1褐灰  細砂まじリンルト
(10YR8/6黄粘土のブロックを含む)
10YR6/6明黄褐 細砂

B 1238m

10YR5/1褐灰  細砂まじリシルト
(10Y酪/6黄橙粘上のブロックを含む)
10YR6/4にぶい黄橙 レキましり粗砂

B 1346m

A B 1248m

①
　
②

　
　
Ａ
一

A A

①
②
　
　
・２３８ｍ
一
‐
ｊ

①
　

②

A

B 1237m        A

① 10YR6/2灰黄褐 粗砂まじり細砂(25Y7/6明 黄褐シルトのプロックを含む)
② 10YR6/2灰黄褐 粗砂まじり細砂
① 25Y6カ灰黄 微砂まじリンルト
A

①
②
③
①

ЮYR6/3にぶい黄橙 レキまじり細砂～微砂 (10YVたにぶい黄褐シルト～粘上のブロックを含む)
10YR5/3に ぶい黄褐 細砂～微砂
10YR6/3に ぶい黄褐 微砂～細砂 (10YR7れにぶい黄橙微砂～シルトのプロックを含む)

B 1237m

10YR6/2褐灰 粗砂まじり細砂
5Y6/3オリーブ黄 粗砂

B 1237m

10YR6/1褐灰  粗砂まじリシルト(10YR7/2に ぶい黄橙粗砂のブロックを含む)

①

②

∝∝∝
　
Ａ一

①
②
③
①
　
⑤

10YR71掲 灰   粗砂まじリシルト
10YR4/1褐灰   細砂まじリシルト
(10YR7/6明 黄橙粘上のプロックを含む)
10YRν 3浅黄橙  粗砂

① 10YR5カ灰黄褐 微砂～シルト

第10図 M I N05-4調査区遺構実測図

5Y6/3オ リーブ黄色粗砂であった。

遺物は出土しなかった。

0          40cm

―(呵 /2ω

[SK9]

調査区の中央で検出された。検出面の標高は123.53～ 123.58mで ある。平面形は円形を

① 10YR6カ 灰黄褐 細砂～シルト

吻易o  ①
苺
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第11図 M I N05-4調査区出土遺物実測図 (1)(1/4)

呈し、規模は直径0.8m、 深さ0.22mであった。埋土は、上層から、10YR6/2灰黄掲色粗

砂まじり細砂 (2.5Y7/6明 黄褐色シル トのブロックを含む)、 10YR6/2灰黄褐色粗砂まじ

り細砂、2.5Y6/2灰責色微砂まじリシルトであった。

遺物は染付けの碗 (5)が出上した。
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[S K10]

調査区の中央で検出された。検出面の標高は123.60mである。平面形は隅丸長方形を呈

し、検出方向はN-3° 一Wであった。規模は長軸1.15m、 短軸0.55m、 深さ0.3mであっ

た。埋土は、上層から、10YR5/1褐灰色細砂まじリシルト (10YR8/6黄橙色粘上のブロッ

クを含む)、 10YR6/1褐灰色粗砂まじリシルト (10YR7/21こ ぶい黄橙色粗砂のブロックを

含む)、 10YR6/1掲灰色粗砂まじリシル ト、10YR4/1褐灰色細砂まじリシル ト (10YR7/6

明黄橙色粘上のブロックを含む)、 10YR8/3浅黄橙色粗砂であった。

遺物は出上しなかった。

[S Kll]

調査区の東部で検出された。検出面の標高は123.4～123.3mで ある。 S K10は他の遺構

によつて破壊を受けている箇所が多く正確な形状は不明であるが、平面形は隅丸方形を呈

し、規模は一辺 2m、 深さ0.4mであった。埋土は10YR5/2灰黄褐微砂～シルトであった。

遺物は染付けの碗 (6。 7)、 青磁の碗 (8)、 土師質の火鉢 (17)、 皿 (19)が出上した。

[S K12]

調査区の東部で検出された。検出面の標高は123.84～ 123.51mで ある。 S Kllを破壊し

てつ くられており、攪乱によって一部が破壊されている。短径は、0.6m、 長径は不明、

深さは0.9mであった。埋土は、10YR6/2灰責褐粗砂まじり細砂 (2.5Y7/6明 黄褐シル ト

のブロックを含む)であった。遺物は、染付けの碗蓋が (20)が出上している。

[S K13]

調査区の東部で検出された。検出面の標高は123.84～ 123.51mである。一部は調査区外

へと続いていた。短径は、 lm、 長径は不明、深さは 2m、 深さは0.3mであった。埋土は、

10YR6/2灰黄褐粗砂まじり細砂 (2.5Y7/6明 黄褐シルトのブロックを含む)であった。遺

物は染付けの皿 (21)が出上している。

(2)包含層

遺物包含層からは染付けの壼 (23)、 白磁碗 (10)、 染付けの碗 (■ )、 火鉢 (12・ 13)、

土師皿 (22)、 関西系陶器の鍋 (24)、 堺悟鉢 (25)が出上した。
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第12図  M I N05-4調査区出土遺物実測図 (2)(1/4)
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第 3節 まとめ

今回調査の対象となっている三日市北遺跡 。三日市宿跡は弥生時代中期と江戸時代の遺

構 。遺物が検出されている複合遺跡であり、平成12年度～平成17年度にかけて、三日市町

駅前再開発事業に伴い発掘調査を行ってきた。この内、平成12年度～平成17年 6月 までに

行なった発掘調査については、F三 日市北遺跡 I』 及び『三日市北遺跡 I』 にて報告を行なっ

ている。

今回報告の対象となったのは、平成17年 7月 以降に行なわれた発掘調査であり、今回の

報告で、三日市町駅前再開発事業に伴って行われた三日市北遺跡・三日市宿跡の調査の報

告は完結したことになる。

M I N05-3調 査区では、弥生時代～古墳時代の遺構 。遺物、中世の遺物、近世・近代

の遺構・遺物が検出されている。弥生時代の遺構・遺物に関して、調査区の南部で、南方

向へ向かって傾斜する落ち込み (NVl)が 検出されたことは、集落遺跡の範囲を考察す

る上で重要である。この落ち込みの南方150mには、石見川が流れており、南方50mには

段丘崖が河川にそって形成されていることや、調査区において弥生時代の遺構が希薄であ

ることを考えると、当該調査区付近が弥生時代集落遺跡の南限であった可能性が高い。

M I N05-4調 査区では、主に近世の遺構を検出している。三日市北遺跡の東端部には、

高野街道が南北にとおっており、近世の宿場町である三日市宿があった場所である。

三日市宿跡からは、これまでの発掘調査において、明確な建物跡は、検出していないも

のの石組暗渠・桶埋納遺構などが検出されている。M I N05-4調 査区では、土坑と石組

暗渠が検出されている。

高野街道は、高野山詣で使われたことから、このような名称がついたものである。高野

街道は、東高野街道・西高野街道・下高野街道・中高野街道の4つの街道からなるが、堺

の大少路を起点とする西高野街道は江戸時代に「高野道」と呼ばれ高野山詣の本道として

幕府により管理され、また大阪・堺より紀州へいたる往来道として栄えた。このため、堺

より七里、紀見峠宿まで二里の三日市村に三日市宿が置かれ、人馬の継立てが行なわれ

た。現在でも、宿場町の面影を残す民家や道標が残されている。

三日市という地名は、中世の三斎市を連想させるが、三の日に市が開かれたという史料

や伝承はない。三日市宿がいつごろ設置されたのかについては粥らかではないが、正徳元

年 (1711)の高札が残っているので、少なくとも18世紀前半には宿駅として機能していた

ことが分かる。三日市宿は「馬貸所三日市村」。「馬次宿馬」として史料に登場し、馬で荷

物や人を連ぶ宿駅であり、常に二五人の人夫と25匹の馬を常備しておかなければならな

かった。三日市宿を利用する人は、相当多数にのぼつたものと推定できるが、公用で宿泊

し、人馬継立を行なう場合、その出費は村の負担となっていた。

三日市宿では、本陣格の油屋を中心に多くの旅籠屋があったことが知られており、明和
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高野街道

第13図 三日市宿復原図 (明治13年二日市村絵図に聞取の上作成)

-17-



8年 (1771)の 三日市村明細帳には、旅籠屋が23軒あったことが記載されている。この他、

人足や通行人を対象に商売をする家があった。享保元年 (1801)刊行の F河内名所図会』

には、宿駅の繁栄ぶりが描かれている。

三日市宿は、数度の火災にみまわれた記録が残っている。元禄10年間 2月 26日 の火災で

は21軒、同年10月 14日 の火災では15軒が、宝永元年 (1704)9月 22日 の火災では34軒が焼

失した記録が残っている。この他、宝暦12年 (1762)正月28日 の火災では、宿馬の書類が

焼失したことがわかっている。

三日市村は、幕府領219石余、膳所藩領84石余、計304石余の村であり、宿駅には、幕府

領・膳所藩領の庄屋 1名ずつのほか、両領で 1人の駅役人がいたこが記録に残されている。
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